







































めて明らかにした。以上、第 3 章と第 4 章では人工物質の存在が造成土を特徴づけること
を明らかにし、さらに自然条件で生じる土壌生成過程を見出し、その特徴を造成土の分類・
命名に利用する可能性について言及している。 
第 5 章では、実際の造成土を対象に第 2 章で扱った分類体系で読み替えができないこと
を例示し、それらの造成土にもアルカリ化とカルシウムの溶脱・集積作用が認められるこ
とを実測データから説明している。これらの結果に基づき第 2 章で論議した分類体系の相
違点をとりまとめて、従来の土壌生成の概念に対する人間活動である人為の位置づけを新
たに提唱し、土壌が人為の影響を受けながらも経時的に自然条件を反映する特性も造成土
の分類に取り込むことの可能性について提案している。 
このように、本論文では構造物によって被覆された造成土や人工島の盛り土造成土につ
いて元素レベルでの分析による物質動態を明らかにすることによって、人工物質に由来す
る反応と自然条件による反応を区別して把握することに成功し、これまで人工物質の特徴
でのみ分類・命名されていた造成土に対し、後者の土壌中での反応過程を加えることを新
たに提案し、互換性がなかった造成土の分類・命名が可能になることを示した。そのため、
博士（理学）の学位を与えるに十分な内容を包含していると判断した。 
